技術的 精神 は 近代 文化の 根本 精神で あると 私 は 考え 

ている。 それ を 説明した いと 思う。 ジェ— ムズ. ジョ 

イスの 『ュ リシ ー ズ』 物語つ まり ォデ ュッ セィァ 物語 

の 主人公 は、 ディ —ダラスで、 之 は ォデュ ッ セィァ (ホ 

メ ロスの ものと 云われる あの ォデ ュッセ ィァ) に 於け 

る 主人公 テレ マコ スに 該当すると、 評論家 は 云って い 

る。 処で土 居 光知 教授に よると この ディ— ダラスと い 

う 名 は、 ギリシア 語の ダイダロスの 心算であって、 技 

術 を 象徴す る もの だと いう。 

私 はこの 注意が どれ だけの 深い 内容 を 有って いるの 

か、 よく 知らない。 併し 古典 ギリシアの 現代的 飜案 (と 



云って は 当らぬ かも 知れぬ が) で、 何 か 技術と 関係の 

ある ものが 認定され ている という ことならば、 それ は 

面白い こと だ。 ジョイ ス のこの 小説 は 所謂 意識の 流れ 

の 文学と して、 近代的な 主観 や 自覚 (自意識) の 分析 

に 立つ 点で、 云う まで もな く モダ— 二 ズムの 一 種に ぞ 

くし、 その 雑然た る 中の 何等かの 統一まで が、 よく 近 

世 生活の テンポに 似た もの を 伝える ので あるが、 それ 

だけで はなく 何 か 技術的な 或る 物 を 連想させる ものが 

あると すれば、 その 側面から も 亦 近代的な 意義 を 有つ 

だろう。 

技術的 精神と は 何 を 指す のか、 技術と どういう 関係 



近代 文化が 近代 産業 (産業革命 後の 工業 を 中心とす 

る) によって 決定され ると いう こと は、 之 亦た だの 常 

識 として 広く 知られて いる ことで あり、 そうで あるら 

しいの だが、 併し この 思想 をめ ぐって は 色々 の 問題が 

議 せられて いるので あって、 必ずしも 簡単に 判り 切つ 

ている 関係で はない。 例えば 或る 種の 文明 評論家に よ 

ると、 技術的 精神 乃至 技術の 精神 は、 単に 欧米の 近代 

文化の 精神に 過ぎない のであって、 必ずしも 近代 世界 

全体 を 支配しつつ ある もので もなければ、 そういう 権 

限の ある もので もない という。 東洋 精神 (彼等 は 之 を 

勝手に 妙な 神秘主義と 考える の だが) は 技術的 精神と 



異なった もので あり、 それが 今後の 近代 文化 (？) の 

新しい 主人と なる だろう、 ならねば ならぬ、 とも 云う _ 

これによ ると 技術的 精神 はョ ー 口 ツバ 人の 皮膚の 白 

さと 同じような もので、 何も 白くなければ ならぬ わけ 

ではない ので ある。 西洋文明の 没落と いう 現代の 挽歌 

的ミ トスが、 このような 説に ェキゾ ティ シズ ム か 倒錯 

した 郷愁 かの 響き を 与える。 実は 資本 制 下に 於け る 技 

術の 過剰と 呼ばれて いる 資本と 技術との 矛盾の 現象、 

つまり 資本 制 下に 於け る 技術 自身の 矛盾、 又 同じ こと 

だが、 資本 制 自身が 技術に つ い て 生ぜざる を 得な ぃ自 

己 矛盾、 という 現象 を、 簡単に 原稿紙の 上で 片 づけて 



う い う 安易な 結論 は 出し ていない。 そ んな 結論 を惹き 

出した の は、 半 技術 家で 半 文明 評論家で ある 若干の 文 

化 的 野次 等で しかない が、 技術的 精神の 近代 性 を 強調 

したまず い 例と して、 意味が あるので ある。 一 体 この 

技術 楽天 説 は、 アメリカ 辺の 若干の 産業 上の 楽天 説に 

由来して いるので あって、 フォ ー ドの 「わが 産業の 哲 

学」 などに 於け る 技術 礼讃 主義 (フォ —ド 自動車の 偉 

業 は 自動車 を 競争 用の 玩具から 解放した ことに あると 

彼 は その 『わが 生涯と 事業』 の 内で 云って いる) は、 

例の 多量 規格 生産に よる 低価格 高 賃銀 主義が 可能な 範 

囲に 於て 可能な ので あり、 この 産業 上の 楽天 説が 可能 



である 限り、 技術 楽天 説 も 可能であった わけ だ。 だが 

他方に 於て、 アメリカ 自身に 於ても、 機械 を 使わずに、 

人力 を 以て ヮザヮ ザ 手数 を 掛ける 土木工事が、 失業 救 

済の ために 必要で あると いう 珍説 さえ 生じる ことにな 

ると、 この 楽天 説 は 単に 偶然 現実性 を 羽織った 処の、 

「哲学」 にす ぎぬ ものと なって 了わざる を 得ない (私 は 

今 ここで、 大河 内 氏 流の 農村工業 化 論と 「科学 主義」 

工業 説と を 検討す る 余裕の ない のみ 憾みと する)。 

だが いずれにしても、 技術 悲観 説 = 技術 終末 説 も、 

技術 楽天 説 = 技術 福音 説 も、 云 つ て 見れば 技術的 精神 

をば 近代 産業に まだ 十分に 関係 づけて 考えない 処 から 



ならぬ の だ。 こうした 技術 発達の 顕著な 客観的 条件が 

熟して いる ことこ そが、 最も 健康な 意味に 於け る 近代 

性ではないだろう か。 近代の 資本 制 産業の 莫大な 発展 

が、 そういう 近代 性 を 創り 出した。 所謂 モダ— ニズム 

は (カトリックの モダ— ニズム と共に 銀座の モダ ー 二 

ズ ムな ども 論外と し て) この 近代 性と い う 照明 の 影に 

過ぎない。 

技術的 精神 は 近代 性と いう 健康な 照明で ある。 光で 

ある。 光と いう もの は 文献に よると 色々 の 神秘的な 

(ヨハネ 福音書 的な) ものから、 神秘 論 的 (ベ ー メ) な 

又 形而上学 的な 意義 (シェ リング) をまで 有って 来て 



いる。 だが 一方 それが 文明 (エンライト メ ント. リュ— 

ミエ— ル) や 啓蒙 (ァゥ フク レ ー ルン ク) の 観念に ま 

で 変って 来たの は、 勿論 近世、 特に 近代で ある。 それ 

は 近世 ブル ジョ アジ— の 創造で ある。 処が之 は 今日で 

はも はや 単なる ブル ジョ アジ ー の 精神な どで はない。 

ブル ジ ョ アジ— はすで に 技術的 精神に つ い て 自信 を 

失って 了った。 わずかに 小市民の テクニシャン 達の 一 

握りが、 多少 感傷的な 技術 礼讃 を や つ ている にす ぎな 

い。 今日 技術的 精神 を 真に 信頼し 得て いるもの は、 プ 

ロレ タ リアの 文化で あると いうの が、 事実で ある。 も 

し 近代 文明の 薄暮 を 黎明に 乗り替え、 そして 「もっと 



光 を」 と 云うならば、 技術的 精神 こそ それに 答える だ 

ろう。 近世 以来の ュト ピスト 乃至 ュト ピア 社会主義者 

の 多くが、 科学の 王国 を 夢み たこと は 偶然で はない。 

彼等の 多く は 技術的 精神の 先駆者だった からで ある。 

カンパ ネラゃ F . ベ— コンゃ サン • シ モン 等が、 大な 

り 小な りそうだった。 尤も だからと 云って、 H-G- 

ウェルズ などが 本当の 近代 精神 だ と 云う ので はない が。 

だが 一体、 技術的 精神と はどうい う 内容の 精神な の 

か。 私 は 之 を 科学的 精神の 半面 だと 考える。 今 ここで 

科学 (特に 自然科学) と 技術 乃至 テクノロジ ー との 根 



本 的な 連帯に ついて 一 般 的な 言葉 を 費す 必要 はないだ 

ろう。 科学の 発達が 技術の 発達 を 結果す るの か、 それ 

とも 技術の 発達が 科学の 発達 を 結果す るの か、 どっち 

であるかと いうよう な 問題 は、 そのままの 提出の 仕方 

では あまり 意味が あると は 思われない。 分析が 面倒に 

なって、 両者の 相互作用 だな どと 片 づけて 了う の は、 

勿論 問題の 解決で はない。 要点 は 科学 (特に 自然科学 

だが) をば、 云って 見れば ラボ ラトリ— 的 規模に 於て 

観念す るか、 それとも 社会的 規模に 於て 考察す るかで 

ある。 つまり 社会的 所産の 一 環と して 科学 を 考える か 

どうかで ある。 直接 現象と して 科学 を 考える かどう か 



時間 的に 一 定の 経過 法則 を 持って 在る こと を 指す 他な 

いので ある。 之が 一般に 物の 歴史と いう こと だ。 だか 

ら 実証的 精神 は、 必然的に 歴史的 精神 を 認めずに いら 

れ ない。 だが ただ 単に 之 は 時間 的な 精神な ので はない。 

ただの 時間 や 時間の 中味 はま だ 歴史と は 云えない。 歴 

史とは 時間 経過の 法則の ことで ある。 事物の 時間 経過 

に 於け る 構造と 秩序と いう ものが、 初めて 歴史 をな す。 

歴史 はそう した 事物 自身の ロジック なの だ。 

もし 合理的 精神、 論理的 精神、 本当の 客観的な 推理 

(へ ー ゲル は 推論 こそ 論理の 本質 だと 考えて いるから) 

というものがあるなら、 それ は 合理主義 的な アプリ ォ 



の 問題と して、 問題 はそう いう 次第で 提出され ている 

からだ。 私 はこの 側面に ついては、 少し 前から 随分 沢 

山 書いた ように 思う。 その 要点 は 大体 三つの 公式に 纏 

める ことが 出来よう。 第一 は 文学 主義 (科学的 カテゴ 

リ ー から 全く 独立に 文学的 通俗 表象に よ つ て 分析 を敢 

えてす る 思考 法 —— 文学的な 評論 や 放談 や 文化 主義 的 

形而上学の 文章に 著しい)、 第二 は 文献学 主義 (学術の 

名の 下に 文献 訓詁の 成果 をす ぐ 様 思想の 典拠と する 一 

切の 博学 又は 牽強付会の 方法 —— アカデミック • フ— 

ルに 著しい)、 第三 は 教学 主義 (文化 を 倫理 主義 的に 制 

限し 教典 を 以て 教化に 資する こと を 学問と 心得る もの 



—— 東洋 的 僧侶 主義 や 先生 的 文化 観念に 特有) である。 

この 三つの 反 科学的、 非科学的、 精神が 夫々 の 形態 

に 於て では あるが、 併し 共通の 特色と する 処は、 実証 

的 精神への 完全な 無能力で ある。 文献に よる 実証 は 文 

献学 主義 や 教学 主義の 得意と する 処 のよう だが、 この 

実証 は 決して 実験的 検証 的な ある 実証的 精神の もの で 

はない。 実証的 精神ではなくて 解釈 的 精神な の だ。 文 

化 的 形而上学が、 実証的な 現実感に 薄い こと は 云う ま 

でもない。 之 は 現実の 秩序と 天上の 可能 界の 秩序と を 

混同し、 之 は 後者 を 以て 前者の 代理が 出来る と 考える。 

解釈の 世界 を 以て 現実の 実在 界の 代りにしょう とする 



は 之 を ラボ ラトリ— 的 規模に 於て 理解す るに 止ま つ て 

はならぬ。 之 を 社会的 生産 機構の スケ— ルに 於て 理解 

しなければ ならぬ。 すると 実験 は 産業と 社会的に 一 つ 

づきの ものである ことに 気がつく。 之 は 人間的 社会 実 

践の 原型な の だ (社会人の 政治的 活動と しての 実践 も 

亦 勿論 この 系列に ぞくする)。 之 はだから 産業の 精神 

だ。 だから 之 は 技術的 精神になる わけなの である。 

真実な 理論的 思考 は、 社会的な 現実に 於て 実践、 検 

証、 され 得ねば ならぬ。 そうした 意味での 実験に よつ 

て 保証され なければ、 リアリスティックな 真実で はな 

い。 現実性がない。 そういう 現実性が あって 初めて、 



その 真実 は 実践的な 価値が あると いう ことになる。 之 

は 実証的 精神 —— 予見す るた めに 見る —— の モ ヅ ト— 

に ぞくする。 だが、 こういう 思考 を 秩序 立てる ための 

用具と しての 論理的 諸 範疇 は、 又 それ 相応の 用意 を必 

要と する ので ある。 社会 は 実証、 検証、 に 適する よう 

な カテゴリ— の 組織が 必要 だ。 それ は 従って、 産業 技 

術、 生産技術、 と 連帯 関係に 置かれて いる カテゴリ— 

でなくて はならぬ。 形而上学 的な 又 解釈 学 的な、 文献 

学 主義 的、 文学 主義 的、 教学 的、 等々 の カテゴリ ー で 

は、 社会の 一物 を も、 現実に は 処理 出来ない もので あ 

る。 或る 意味に 於け る 物質的 処理 (世界の ただの あれ 



之の 説明で はない) が 出来ない ので は、 人類の 生活の 

ために 存 する 論理で はない。 処 でこう した カテゴリ— 

は 云わば 技術的 カテゴリ ー だ。 そして この 論理、 この 

合理的 精神、 が 取りも直さず 技術的 精神な の だ。 思想、 

文化、 に 於け る 技術的 精神の 絶対的な 要請 は、 つまり 

思想、 文化と いう イデ ォロギ ー が 社会の 生産 機構に 基 

く 上部構造 としてし か 正当に 把握 出来ない という 根本 

認識の、 論理学 的な 認識論 的な 発展の 他の もので はな 

い。 科学的 精神に ついて、 この 根本的な 側面 を 説明し 

ようと すれば、 それが 取りも直さず、 技術的 精神に よつ 

て、 文化と 思想と は 初めて 産業と 物質的 社会的 生産と 



近代の 哲学 は 他なら ぬ 技術的 精神に よ つ て 貫かれねば 

ならぬ という 主張であろう。 ただ 氏 は 技術的 精神と 云 

わずに、 もっとも 拡張され た 意味に 於け る 技術 学と 呼 

ん だものと 私 は 理解す る。 だが 技術 学が 哲学に 代る、 

と 云う らしい その 言葉 は、 やや 云い 過ぎで あつたよう 

だ。 近代 精神 は 技術的 精神でなくて はならぬ、 と 云つ 

た 方が、 もっと 正確で 又 穏当ではなかった だろう か。 

( 一 九 三 七 • 九) 
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